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困難校における道徳教育の意義
―子ども達の希望を支える道徳教育―
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る。（本校の隣町に隣接するＫ中学校もそのうちの一つ
である）このことについて現段階ではまだ感覚的なもの
であり、十分な考察することはできないが、これからの
教育活動を通じて、より具体的に考察していきたいと思
う。

 終わりに
こうして、教育現場で子ども達と接していると、大学
院時代には想像もしなかったことや、想像を遥かに超え
ることがたくさんあることに気づかされた。私はＭ中学
校に赴任してM年目になるが、毎年、新たな気づきがあ
り、周りの先生方や、子ども達から教えられることがた
くさんある。その中でも、先に挙げたＫは私にとって特
別な存在であった。Ｋには、教師の大変さ、無力さ、や
りがい、そして、子ども一人一人の人生に大きく関わる
存在であるということを教えられた。中学校を卒業した
後のＫは、Iヶ月で高校を中退し、現在は知り合いの土
木関係の会社で働いている。今も年に数回は学校に来て
顔を見せ、世間話をして帰って行く。私にとってその時
間は、昔を思い出すと同時に、社会に出て成長したＫの
姿を確認できるとても大切な時間である。そして、毎回
Ｋは帰り際に「弟のことを頼むな」と言って帰って行く
のである。実は、今年度からF年生の担任となった私
は、Ｋの弟を担任することとなったのである。兄と同じ
くやんちゃで、気持ちの切れやすい弟であるが、入学前
の心配をよそに、今も休むことなく学校に通い、しっか
りと授業を受けている。成績も平均以上あり、サッカー
の大好きな気持ちの良い生徒である。そして、Ｋと同じ
ように人の気持ちを考えることができる優しい子でもあ
る。もちろん道徳の時間では、毎回のようにこちらが
ハッとするような発言をしてくれる。
このように、一人一人の生徒の存在があって、教師は
教師として生きていけるのだと思う。そこで互いの心に
目を向けながら関係をつくり、お互いがお互いの希望と
して生きていけるのである。私はこれからも、子ども達
の希望として、子ども達とともに、教師の道を真っ直ぐ
歩んでいく所存である。
最後に、まだまだ未熟な私を日々サポートしていただ
き、ともに子ども達と向き合っているＭ中学校の先生
方、私を常に叱咤激励してくださる横山利弘先生に深く
感謝致します。
そして、このレポートを目にされた先生方が、大変な
状況の中でも希望を失わず、道徳教育を行い、子ども達
とともによい時間を過ごしていただけたらと切に願いま
す。
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